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　二〇〇八年九月から六回にわたり、 ＮＨＫで 「上海タイフーン」
というドラマが放映された。これは、仕事と恋人を同時に失うという辛 経験をした三〇代の日本人女性が、一念発起、上海 渡り、言葉、文化、習慣の違いにもまれ、挫折を繰り返しながらも、最後には上海で不動産屋勤めをする日本人女性 花屋を経営する日本人女性といっしょに服飾関係の事業を起 し成功する いう物語である。このようなドラマが製作されたのは、中国経済の牽引車としてダイナミックに変貌を遂げる国際商業都市・上海 、自分の夢を託すことのできる魅力的な場所として捉える日本人増えているから ろう。
　二〇〇八年九月外務省が発表した資料によれば、二〇〇七年一
〇月一日時点で、上海に長期滞在する日本人数は四万七七三一人で、 ニューヨークを抜いて、 都市別 はつ に世界一に躍り出た。現在、上海に進出した日系企業は約六千社を超え、日本人学校も二つある。日本人向け賃貸住宅、 料理店、日本の食材 売るスーパー、日本語の通じる病院なども多くあ 日本とあまり変
わらない生活が送れる環境が整っている。
　現在の上海における在留日本人の増加は、一九八〇年代以降の
中国国内の高度経済成長を背景としているが、日中戦争時期にも、日本軍の中国侵略の拡大化に伴い、上海における在留日本人数が急激に増加し、一九四三年・四四年にはその人数が一〇万人を突破した。現在の倍以上の日本人が上海に根を下ろし、日本人向けに整備されたサービスや施設を享受、利用していた である。しかしそれは日本側の圧倒的な軍事力を背景と ため、日中両国民の関係はいびつにねじ曲がり、摩擦や衝突が日常茶飯事的に起きていた。
　武田泰淳は、上海における在留日本人数がこのようにしてピー
クを迎えていた一九四四年六月に上海へ到着し、四六年二月まで暮らす。そし 帰国後三〇年を経て 時代を振り返った小説『上海の螢』を執筆した。 『上海の螢』では、 「東方文化協会」職員として上海に渡った「私」の、一九四四年夏から四五年六月ごろまでの生活が描かれているが、作者武田泰淳も一九四 年六月から終戦まで中日文化協会職員として働いている。したがって『上海の螢』が、武田泰淳の上海体験を下地としていることは誰の目にも明らか あるが、作品に描かれている日中文化 者の生きざま、文化機関・文化政策の動向、文学・映画・演劇などの文化活動、政治・経済などの社会状況について 史実と照らし合わせて細かく検討されることはこれまでなか 。
　本書は、木田隆文氏の「まえがき」にあるように、 『上海の螢』
を「戦時下上海における日本の文化活動を確認する好個の事例で
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あるとともに、小説家武田泰淳の〈中国体験〉を総括する作品ともなっている」と捉える立場から、六名の研究者が共同で詳細な注釈をほどこし、 「事実／虚構の落差や、体験的事実の表出／隠蔽といった操作、あるいは体験から三〇年以上の時間を経ることによって生じ 、泰淳による記憶の忘却と理想化のありようを読み解く」こと、そしてまた「泰淳およびそ 関係者の伝記 の進捗、再考を促す」ことを目指したものである。
　本書の中心をなす注釈の頁は、九頁から二一〇頁まであり、各
頁上段に本文が載せられ 下段に注釈が配されている。下段の注釈欄が空白のままになって る頁は、わずか一三頁し なく、それ以外の頁は、ほとんど一面にわたってびっしり 注釈 文字で埋められている。以下、注釈を通読し、筆者が特 高く評価したいと思ったことを三点 絞って述べる。
　①登場人物のモデルを特定したこと。　『上海の螢』には、大勢の人物が登場するが、実名が明らかに
されていな ものが相当数にのぼる。注釈では、変名あるいはイニシャルのみで名前が示されている人物について、モデルが誰なのかを特定した。たとえば、東方文化協会理事長の小田先 は中日文化協会上海分会事務局参与の林広吉、上海大学学長の張氏は趙正平、小説家のＥ君は石上玄一郎、上海在住三〇年のＯ博士は小竹文夫、上海自然科学研究所のＴ氏は陶晶孫、評論家のＱ氏は小林秀雄、長老Ｎ氏は長与善郎、近衛首相 実弟Ｍ氏は水谷川忠麿がモデルになっていることが明らかにされている。さらにまた注釈では、具体的 名前について言及されていない人物について
も、実名を特定した。たとえばバレエダンサーとそのマネージャーは小牧正英と草刈義人、有名な女歌手と音楽家は渡辺はま子と服部良一、林小姐の父親は陳抱一、大東亜文学者大会に参加した『上海文学』同人は池田克己、ドイツロマン派を愛国心に役立たせようとする大東亜文学者大会日本代表は芳賀檀、大陸新報社の編輯長は日高清磨瑳がモデルになっていることが明らかにされている。 このように本書の注釈 、 さまざまな文献を調査して、登場人物のモデルが誰であ のかを説得力のある形で特定し、詳細な経歴も附した。このこ は、武田泰淳を中心とした人脈図浮き彫りにし 、泰淳とそ 関係者の伝記研究 進捗させるのに大いに貢献すると思われる。
　②武田泰淳が関わった文化活動の実態を明らかにしたこと。　日本軍占領下上海の文化の研究は、手つかずの部分が多くあ
り、政治・経済の研究と比べ 大幅に遅れている。武田泰淳 中日文化協会で勤務していたため、当時の上海におけ 文化活動を身近に知る立場にあった。 『上海の螢』 中でも、文学・演劇・映画あるいは中日文化協会 活動や大東亜文学者大会など かかわる言及が散見される。本書は、これらの文化活動 関する箇所に一つ一つ丁寧な注釈をほどこしており、当時の上海 文化活動の実態を知るための貴重な手引きとなっている。
　③注釈に関連情報が手際よく盛り込まれていること。　たとえば『上海の螢』には、 「ライシャム・シアター」で「よ
くも検閲で許可されたな、とびっくりするほどの激し 政治劇」が演じられたと書かれてい が、 下段の注釈 は、 まず 「ライシャ
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ム・シアター」 について、一八六七年から現在に至るまでの歴史、一九三〇年代後半から四〇年代前半にかけての主な演目、武田泰淳「淑女綺談」の中のライシャム・シアターに関する描写などが紹介されている。次に「激しい政治劇」については、当時上海では映画よりも演劇の検閲が緩 ったため幅広い抗日演劇活動が展開されていたこと、 星野芳樹 『上海路地裏の人々』 と武田泰淳 「人民間の文化交流」の中に抗日劇 関する記述があることを紹介している。このように本書の注釈は、関連文献への目配りが行き届いており、内容も限られた紙幅を使って手際よくまと られている。
　本書は、注釈だけでなく、図版も各章一〇枚前後、合計七五枚
も載せられている。これら 図版の中には、当時 上海の街の様子を写した貴重な写真、 『文協』 ・ 『上海文学』 ・ 女声』 ・ 『一個日本女人的日記』 ・ 『我們的日常科学』など 貴重な雑誌・書籍の表紙写真などが含まれる。 また巻末には、 『上海の螢』 関連年譜、 『上海の螢』関連地図、索引も用意されている。関連年譜は 一九四三年一〇月から四六年三月までを時間軸として 上段に「武田泰淳上海関連年譜」 、中段に「中日文化協会上海分会動向 、下段に「上海関連事項」が書き込まれている。大橋毅彦氏と趙夢雲氏は、二〇〇四年 月、 『大陸新報』と『新申報』を精査して、中日文化協会関連記事の一覧表を作成した
（ 『上海中日文化協会研究・序説
──現地新聞メディア掲載の協会関連記事一覧──』 ［不売品］ ）
。本書の
関連年譜の中段部分は、こ 研究成果を踏まえて作成され もので、これまでほとんど知られていなかった上海中日文化協会の活
動内容が時系列に紹介されている。関連地図は、一九三二年の地図を元に、 『上海の螢』関連の建物・地名がどこにあるかを示したもので、それぞれの位置関係を確かめるのに役に立つ。巻末の索引は二三頁もあるが、こ ことからも、本書 注釈が網羅している範囲の広さがわか 。なお、 『上海 螢』の本文 載っている本書三二頁上段に「郭氏も郁氏も親日陣営に属して活躍している」という一節があるが 「親日陣営」ではなく「抗日陣営」の誤りである。これは読者に大きな誤解と混乱を生じさせる誤字なので、次版ではぜひ改めていただ たい。
　最後に本書の注釈を読み、疑問に感じた点を一つ述べる。本書
の注釈は、単に注釈者が史実を調べて伝えるだけでなく、注釈者自身 作品への読みが提示されている箇所もあ 。た えば 松本陽子氏は、 「遠からず漢奸となる ずの夏女士の屍体と、その屍体に集団で群がり食い尽くそう す 無数 螢の表象に、漢奸と漢奸を処罰する側に立つ中国人群衆とをイメージすることは容易であろう。自身の置かれた状況 無自覚な夏女士
（漢奸）
と、
個々は微小でありながら意欲的・意志的な螢
（中国人群衆）
との
対比が、 鮮明なイメージを伴いながら描かれて る」 とし る。いっぽう山﨑眞紀子氏は、 「夏女士の屍体に密集し、彼女を支えながら彼女の屍を食べている螢」 、 「愛してやまない中国
（＝
女性）
・上海を侵していく日本のその姿」に重ね合わせている。
夏女史と螢との関係を 松本氏は漢奸と中国人群衆との関係に山﨑氏は中国と日本と 関係に擬えている。これは、注釈者間の見解の違いをあえて調整せずに、複数の読みの可能性を提示した
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ということなのであろうか。タイトルにもなっている「螢」の表象をどのように考えるのかということは、作品全体の主題にもかかわる大事な問題なだけに、注釈者グループの中から異なる見解が提示されて る についての説明がほしかった。
　以上述べたように、本書は、構成に工夫がほどこされ、内容も
広範囲な文献調査 経て厳選した価値ある情報が盛り込まれている。武田泰淳の研究者あるいは日本占領下上海を研究する人 ちにとっては、必読 書であると えよう。
　二〇〇八年一一月五日、新たに発見された上海時代の堀田善衞
日記が、集英社から『堀田善衞上海日記
―
―
滬上天下一九四五』
（紅野謙介編）として出版された。日記本文だけでなく、下段には紅野謙介氏による詳細な注記も附されている。 『上海の螢』は一九四四年夏から四五年六月ごろまで、 『堀田善衞上海日記』は一九四五年八月から四六年一一月までのことが書かれている。この武田泰淳の小説と堀田善衞の日記、そしてそれぞれに附されている注釈と注記を比較しながら読むことにより、武田泰淳と堀田善衞の上海体験をより深く掘り下げて理解することが可能になだろうし、一九四四年から一九四六年にかけての上海を新たに捉えなおすことも可能になるであろう。
（二〇〇八年六月 　双文社出版 　Ａ５判 　二六〇頁 　税込五八八〇円）
新 　刊 　紹 　介逸見久美著『恋衣全釈』
　『恋衣』 は、言わずと知れた山川登美子・
増田雅子・与謝野晶子という、近代の著名な女流歌人の合同詩歌集である。与謝野鉄幹の目論見通り、歌壇に衝撃を与えた『恋
衣』の注釈書は、画期的である。著者五冊目の全注釈となる。改めて読んでみると、いかに近代の女流歌人は豊富な古典知識に裏打ちされたことばで を詠んでいたのかを痛感する。勿論、すべて文語である。しかし、その感覚は鋭く 新しく、美しい。中でも、 『恋衣』発刊によって大学側から叱責された雅子の詠「うるはしきゆめみごこちやこのなさけこ 歌天の母にそむか
じ」 （みをつくし・一〇六）などは、自己表現への渇望すら感じる。自我を持つ女性は、闘うべきものが多い。苦しみながらしなやかに生きた女流歌人の足跡を辿ることができた。先人の歌を噛みしめながら読むための『恋衣全釈』 。ぜひ御高架をお願いしたい。（二〇〇八年五月 　風間書房 　Ａ５判 　三四九頁 　税込三六七五円）

〔中村成里〕
